






目的

対象

実施
状況

先輩・後輩の交流企画

・外国ルーツの「後輩」が、ロールモデルとなる「先輩」と交流し、同じ移民2世・3世と
して直面する悩みなどを共有し、さまざまな刺激や気づきを得る。

・「先輩」にとってもかつての自分を思い出しながら己の成長に気づき、将来への原動力
を得る機会とする。

・ABCジャパン、青丘社のフリースクールの生徒と卒業生（高校生、大学生、社会人）
・横浜、川崎地域の外国にルーツをもつ中学生・高校生など

2020年度の実績：
実施回数 鶴見：2回／川崎：2回（オンライン）
参加人数：鶴見：10名／川崎：7名

2021年の実績(4～1月) ：
実施回数 鶴見：1回／川崎：2回（対面）
参加人数：鶴見：11名／川崎：16名





目的

成果

実施
状況

【ブラジル教室】
・参加者数

2020年度：1クラス18名
2021年度：2クラス35名

・実施回数
2020年度：71回
2021年度(4～1月)：76回

【中国教室】
・参加者数

2020年度：1クラス3名
2021年度：1クラス4名

・実施回数
2020年度：9回
2021年度(4～1月) ：33回

ルーツを持つ国の文化や言葉を学ぶエンパワメント教室

・自分のルーツのある国の文化や言葉を知り、自信と誇りを持てるようになる。
・ルーツの言葉を学ぶことで、親子でコミュニケーションが取れるようになる。
・似たバックグラウンドを持つ同世代と出会い、交流する機会を得る。

・ブラジル外務省主催の「継承語としてのポルトガル語オリンピック大会」に参加し、
数名の生徒が入賞。
・継承語としてのポルトガル語教材の制作・発行。





目的

対象

実施
状況

・参加者数
2020年度：15名 2021年度(4～1月) ：21名

・実施回数
2020年度：132回（フリースクール：101回／高校生・若者日本語教室：31回）
2021年度(4～1月)：155回（フリースクール：117回／高校生・若者日本語教室：38回)

成果

高校生・若者対象のキャリア形成のための日本語教室

・進学や就労の選択の幅を広げられるように、日本語能力試験合格を目指す。
・自学学習できる力を確立する。
・必要に応じて進学指導、就職支援も行い、将来の進路へつなげる。

・川崎、横浜地区の高校生（全日制・定時制）、学齢超過生
・青丘社のフリースクールの生徒たち

・日本語能力検定試験合格（N4、N3、N2）。
・専門学校、大学への進学
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・全国のブラジル学校に通っている生徒
・日本語を学ぶ機会の持てないまま非正規雇用等で仕事をしている若者

目的
・日本語ができないままブラジル学校を卒業する若者が、日本で自立した生活を送れるような
日本語力を身につける。
・コロナ禍の厳しい経済状況の中でも、日本語習得により職業選択の幅を広げ、正規の仕事に
就けるようになる。

対象

・在日南米コミュニティへの働きかけ
・全国のブラジル総領事館市民評議会への働きかけ
・全国のブラジル総領事館からの紹介（ブラジル学校）

募集
方法

・日本語能力試験N２対策教室
実施回数 2020年度：17回／2021年度(4～1月)：22回
受講生：約20名

・日本語能力試験N３対策教室
実施回数 2020年度：21回／2021年度(4～1月)：30回
受講生：約23名

・日本語能力試験Ｎ４対策教室
実施回数 2021年度(4～1月)：30回
受講生：約30名(申込者：117名、レベルチェックテスト合格：70名）

参加者居住地域
神奈川、茨城、群馬、静岡、
愛知、岐阜、三重、滋賀、福
井、長野、島根、鳥取、大阪、
東京、千葉、山梨、兵庫、栃
木など日本全国、及びブラジ
ル

実施
状況

若者対象のオンライン日本語教室





2020年度の実績：
カウンセリング・相談実施件数：91回

2021年の実績(4～1月) ：
カウンセリング・相談実施件数：112回

特色

実施
状況

青少年のための心理カウンセリング

相談
内容

目的

・日本とブラジルの国家資格を持つ専門の心理士と高校現場で外国ルーツの
若者支援を担う当事者スタッフが対応。
・カウンセリング通訳の研修を受けた通訳者（英語、タガログ語、中国語、
ネパール語等）による多言語対応。

進学や将来への不安、移住による喪失感、日本の学校生活になじめない、
いじめ、友だち関係、居場所がない、家族関係など

・様々な悩みを抱え込みがちな外国ルーツの若者が、母語で不安や苦しさを吐き出し、
気持ちを整える場を提供する。

・学校卒業後の進路や将来のキャリア形成に関する悩みや心配事を持つ若者に寄り添い、
自分を知り、自分が進みたい道が見えるようサポートする。





目的

実施
状況

高校生・若者のためのキャリア相談会

成果

・経済的な理由から、高校卒業後に進学も就職もせず、非正規労働者になるケースも多い外国ルーツ
の高校生・若者のために具体的な進路開拓につながるような場を設ける。

・同様の状況にある高校生、若者がつながり、お互いに支え合う関係作りをすすめる。

第1回キャリア相談会 2020年8月29日実施
参加人数：48名（高校生・若者：20名、高校教員：3名、その他：25名）※コロナのため人数制限
参加企業・団体数：3／参加学校数：2

第2回キャリア相談会 2021年10月30日実施
参加人数：52名（高校生・若者：20名、高校教員：4名、その他：28名）※コロナのため人数制限
参加企業・団体数：3／参加学校数：2／就労支援アドバイザー：1

コロナのため高校卒業時よりフリーターになっていたフィリピン青年2名が、第1回キャリア相談会参
加後、伴走支援で東部職業技術校に入校。1年の就労支援を経て、2名とも正社員として企業に就職。

連携
県立川崎高校、大師高校、翠嵐高校定時制、県立東部総合職業技術校、
県立産業技術短期大学校、横浜市福祉事業経営者会、国際ソロプチミスト川崎、
認定NPO法人多文化共生教育ネットワークかながわ







外国人家族対象フードパントリー（コロナ緊急支援）





目的

連携

活動
状況

多文化・多世代協働拠点づくり

・同じビルに拠点をもつ複数のNPO法人が、長屋のように情報交換や交流を行いながら、地域の
拠点づくりを進める。

・鶴見・川崎地区で、様々な相談が寄せられたときには、それぞれの得意分野を生かしながら対応。

・子どもから大人、日本人から外国人まで様々な相談対応
・高校生のための自習室やセミナーなどの共同実施
・食料支援パントリー活動
・地域イベントへの協力・参加

・NPO法人サードプレイス
・つみれカフェ
・NPO法人鶴見保育の会（ひだまりの保育園）
・地域の団体：横浜市潮田地域ケアプラザ、潮田地区センター他




